
桑葉の細胞液屈折率その他二三の生理的

性状に関する研究（第1報）

着生葉位による変化*

田口亮平**・園原好美***

　　　　　　　　　　　　（」昭叛…q26年12月10研憂遜響）

Ryohei TAGUCHI AND Yoshimi SONOHARA : STUDIES ON THE CELL SAP ��

CONCENTRATION DETERMINED BY THE REFRACTOMETRIC METHOD AND ��
SOME OTHER PHYSIOLCGICAL PROPERTLES OF MULBERRY LEAVES. (1) ��

THEIR CHANGE ACCORDING TO THE LEAF POSITION ON THE STEM.��

率欝磐婆撫駕織嚢糠搬編蒙鵜攣留乞儲
る瀕舳飴する㌦御て襯液胴郷の漕贈田繊灘蕉畷化敏確勘幌共に訟
淋瀕嚇働充鍛赫すという献於て麗勘それ嚇り，1笹f淋内蝋麟嚇舗力欄
與するところの螂勺懸蜥究及蝶質の盤上働て舳醐い鶴牙・るものと獣られる。從

鵜物耐馳蜥究に繊が脳探朧昧鋤魏腕珊蔚の一畑・購棚嚇鵬コお
熱懸の磯に繊鮒肌鞘滴義な結恥得蝉．渤側靴とi㈱蹴は納蝦軸睨
れば欄であり鵬26肩遷？て鱗にPt．　Oる欄液噺糊質健聯棚耐羅噺艇圃職桑
上OP－’つの基礎白勺知見として籐樹の水分蠣の融上穂識獣られる。

　しかし糊包液の噺糊定によつて勅燗融頻の灘は，細撒中に於鵬可灘欄蝶
鯉蝦によつて靴栃のみなけ組禰雌の糊・よ硯概の灘靴力・舗泌から，後
論融し醸麟化の推移鞠ることは蜥る研多鵬面賄効であるものと轍ら幡．瀦伽

畑゜襯糖翻鯛折糊建によつて勅嫡1胞灘度と組織舎糧とより談渤鞭による
欄触濃麟価除却灯働E組織購汁灘」つまり修繭1轍灘聯出漣搬し，その
利肺値磁認した3の認纐SIUtによつて搬され醐織蘇鋤口蝦撒の漸翻測定購「粉宋
’；　．N灘」は14’湘繊ト鞭け礪榊の齪の代騰で励，しか襯融水灘晶影響擾1ナ
す湘織の綜舗顯嫉膿糺その利騒果は纐纐・田旺の他1こよつ℃1働られナ、1・，＞le，）．

．翻舗鱗の細鰍蜥・蓉・繊鱗ヒ・修醐胞ll職及び雛髄灘液漸彗・駒測惑
行いト轍於てはこ塒の嗣直が麟嚇蝶位によつて嫡を・靴する漉融し礫蹴於
ける紛鋤蘇の燃瞭し誕ては輔の早魍こ対する鰍　劃・の蹴の一つの凝醸＊斗t、6し
めると共に・桑撫質判定上よ嬬干の溝禦を試みナニ。

本醗補うに当膜魁の融を垂隔糠酬大単灘輔西沢綾鞭訳臼鴨鵬嬢並
びに關縣黙験齢鞍蜴山il講綴に灘な燃謝の勲錨る。積澱鋤力猟た火購
術。田中くに子の両浅に深謝する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

＊　　本研究の一一部は第2玉圃口琳蚕糸学粂にて溝演
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1　　　　　　　　　　，　鍵鹸材料並に方法
　実験材料としては僑州大学繊維学都桑園の栽植18年回の申刈仕立の改良鼠返。勘之内及び改良魯桑

10）3品種を用い，発芽前伐載を行つナC後仲畏した枝條のうち，各品種ともpl：1庸のよく揃つ弛條な各鱒

…～20條を供試しナご。測建時期ま1950年8月下句～9月上旬で，何れも晴天の日の翌日午敵10鱒に築験材

旨料の探取を行つた。反当施肥料は堆肥30〔｝篤硫安8．5貫，過燐酸石次4．5貫，雄化加里3瀬貫であるo

　第1開葉のものを着生葉位1とし，枝條の先端より3葉宛塘一纏めとして葉身のみ庸供試し江o先づ

桑葉の組織含水蚤の測建を常法に依つて行い，対ll吃：！11二法並に刻粉：イミ容積法によつて表示しナこ。細胞液

搾汁前の材料の予措法は，その方法如何が屈折率に影響を及ほすから1；）：’P”）最もil三確な結果な輿える細｝鵬

液が得られるとされている加熱法覇に依ることにし強o即ら塾藥を唖」早く細切し広口礁1予瓶中に密封

　し更にこれをブリキ耀中に密閉し，沸騰しつXある湯の中に3縛間噛：立させて組織脅殺した後，華廻

しの圧搾器にかけで乎のカの最大で搾汗しナご。組織粉劇蔓田液の調製は乾燥組織粉宋に対し“C，「cの

乾量の5倍の蒸溜水を加え，時々掩絆し乍ら30°Cに一’C－一一ima夜浸風し旗。細胞液並びに粉塞浸と丘1液の鰍

折率の測定は】君rma製のlrtmd　ref職ctQllteter及びム脇Eの履折計を用い，後潜に依る揚合は20°Cに於け

る屈折…率を測定し，SC正1δNROCK氏の表＊によりゑ可漆性物質の濃度を藤糖濃度にて畿し牝o修鑑細胞

液濃度（修正組織圧搾汁濃度）の卸繊は凱式にょった♂1り

　　　　・i（・）羅響鋤一…（1）

　　　　・L（tl・）認翠警工）………（2）

　（1）式に於て

　　　？t（v）：修工E糸田月包液濃度（％）一・組紬駐粉3に容禿蜜盗襲準韮参正　　　　　　、

　　　πノ：組織圧搾汗の湘折i率より求めナご細胞液濃度（％）

　　　W（V）：対粉末容積表示組織禽水thi””一乾燥組織粉末1Cユ1遇こ対する水分のg数

　②式に於て

　　　n（T）；「修正細胞液濃度（％）」一・乾澱基準修磁

　　　，ガ：（1）式々こ方さけるとT司雁窪

　　　W（T）：対乾濫衷示組織含水量（乾燥組織ユ9に対タる水分のg数）

細胞液屈折率は3圃測定の亭均，組織粉末侵出液は’L区の材料につき3つを調製し，その魯々について

屈折率を測定してその李均な求め7C。

　　　　　　　　　　　　　　　実験結果並に考察
　組織含水蚤は対乾貴裂示によるも対粉末容積表示によるも略圃義の結果を得たが，後者の方がより

合理的であることが確認せられており，桑葉々質の研究にても同様であることが知られているので’27）

対粉末容積衷添値について，叉同様の意味で修正細胞液濃度に於ては粉末容積基準修正値にっいて，

契験緒渠を検討することにした。爾測進日及びその2M前に葉身長の測定を行い，2日間に葉身長の生

長な示した部分を上位の葉と記載しt，二。細胞液な搾沼・するに嶺つて或る葉位から下の葉は皆一般に搾

　汁細胞液難が急に増し，液の色も黒味を精ぴるQ斯る葉飲から下の葉を下畝の藁と呼ぶことにし，上

　位の葉と下位の薬との間の葉位にある葉をすべて申位と記し沈e鎮験結果のうち第1表・第2表・第3

爽及び第1図・第2図に於て矢即な附しナこ部位がこれ等の境目を示す。下位の葉に於て細胞液の搾萬量

　＊ScHδxRooK／s　t・at｝）e　for　dξltermi駄iug　water　ill　sTJg：wε01utioRs　hy　mea【190r　tlxe　ABmil　rぱraetometer・Official

　　EVI〔l　tL・lltatiVLi　111ethOf1R　af　ILntLlyま…i・1　‘｝ド　t’he　A．ssG｛i・　（）ff　i　cial　ALgu・．　（lth〔trl’lig【ド，　1旺　Edt5正0．　SVItsllillgt（・n・　　10・　30・



　　　　　　　　　鼠口・園原1桑葉の細胞液屈折寧その他訟二叢の蕊理的催…瓶に関する研究ω　　　　　　　3

’が多幡のは榔の方の難な・と融野少くなり・隙形caueの遡性㈱禰と擬される。

　　　　　　　　　第i表；桑葉の細胞液屈折率その他二欝の躍珊的性欣（改蹴鼠返）
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　1）舘3ウの灘灘勧ほ峰に鱒屈折競齪し，鯛獺ご深購姓噸膿数囎し，屈
　　折寧及び濃i塗をそれぞれ．準均し為

　2）上位漿。中位葉・下伎葉の撞置捷派す。謬鰍はホ丈中｝qあり

　s）摺弧内の数￥は徽燈測R値のrp均慨10。とした比数

先微醐返についての購撫槻ると（第工衷・第工図・第2図）細胞湘折麟は樹勧先端附

近の葉に於て働て働値赫し1劫気篠では灘耀が低くな耀，購・撤の蝦榊止Lt
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葉に近づく程急激に上昇するが，申位の葉に於ては比較的簑定した，しかも糊い億を添し，下位の葉

に於ては葉位による濃度変化が不規則となるo圧搾汁の滲遊圧の測鑓或は原形質分離法によつて求め

た細胞液の濃度は，浩葉に比較し℃成熟し弛葉に於てよ，りma　／値を示すことは，盛くの常緑樹にて知

られているのみならす2）s）7）t7），桑に於ても同様なことが知られている11）12）2°）。又i織v・樹末の枝傑（簾

を含む）の細胞液は生畏の眠盛iなる暗期には港透圧が低く，生畏i速度が低下すると高くなる1’）2fi＞e本

舞験に於て上位の桑葉の細胞液屈折壌が低く，’ ?ﾊの桑葉のそれが大で，しかも上位の葉で鳳下方の

もの程屈折簾が高くなるのは，桑葉の生喪と窃接な関係があるものと思われ，細胞液の譲漣罵に關す

る前蓮の業績はこの推定1をi裏書きしているo申島24）に依れば桑漿の鯛料的価億は生畏期の楽期叢びに

成熟期の葉に於て最大であるから，細胞液圃折議の測定は，i桑粟の綱料的価判定の一事殿ねり得るこ

とが推定されるo＊

　　　　第t圃：鍛坐葉　による桑蕪の細胞液瓶折嶺その他二議のLliJma的性欺の変化　錠ゆ桝（載嵐鼠滋）

　　　　　A3細胞液屈折晦：一灘馳て派す　　　B；修ma細胞液櫛山一組織粉衆鱒蟹脳嚇罵
　　　　　c；組織含水燈：一組織粉宋容積衰派値

に
捉3°

1

限o

1智ゆ

loo

9Q

80

60

2と賊

　　　　　　　憲写　齢　螺　k’isuabas盤　詣’西9’　63　諮層蝋娠

　　　　　謎　1）何れもゑ測竃値の準均値を100とした比数・cて衷す　比敬トA・B・比数皿一一Cl，

　　　　　　　2）矢印は上位薫・巾位葉・下位葉の境畿示す

　　　　　　　3⊃　下の横隷は測定欝前2日閥に葉身畏の生長を示した部．分

　次に桑葉の組織含水堂の上位葉から下部葉へ向つての変化を見ると，上位の嚢では薯しく盛く，、し

かも慧激に低下し・中位の葉では低下度が極く僅かとなり比較的安定しナこ値を示す。下位の葉1こ於て

も含水蟄は幾分低下するが，下方の落葉近》・葉になると再び櫓加の傾向を添す。桑葉の組織含水激の

着生葉位による以上の様な変化は・桑葉の生侵と組織含水蚤との間に密捜な関係があり，生畏旺盛な

葉は含水量が大で生畏を停止した葉は少いことを示してV、るc薯者の一人田口3bは草本植物に於て伸

長生長の生長速蛮が最大になる時期には・墾の頂端部の禽水澄がPtつの最大を示すことを報告し，こ

の糞験結果よりしても植物休の組織含水蟄と生擾との間に密接な関係があることが判るo

　桑葉の細胞液屈折率と組織含水量との着生葉位による変化経過を粗対比し℃見ると，上仙0）藥は中

位の葉に比して細胞液濃度が低いが・これには．厨立の葉に於て細織含水盤が著しく大である矯に桐対

＊岩田…H下部駅1；吻桑撫柄鱒L汁刎灘繊濃ec－it　H・ncl　refiuct。meter　rcて測Ptし，兜禽獅大㈱

　一示震を示すこと塗報轡したo



　　　　　　　　国口・購・桑漿り翻臨液周歪斤諒言その他諜三の鋤製雌圭択に附る磯ω　　　5

　　　　　第2圓嚇鹸伽焔難酬”胞瀟榊その他諜捌鼠酬鰍伽変イヒ：）・k：　mp　．：，（敬期脚

　　　　　　　　A：拙織粉末濯iμ1液屑折嶺；濃碇にて添す　　　　　B言修」眠細1泡液濃炭

　　　　　9：1。

　　　　　　ti・9k’：il　；ls　’f’へ・／・、　　　、、、．、、，。、、、e、

　　　　　　…　　　　　㍉↓”
　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　　　福Pt　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳　　　　　　　　　　B　StO，

　　　　　　en　　　　　　　　　　＼　　〆・・評
　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノタ

　　　　　　讐㍑虻鼎すすすす菰、、
　　　　　fil…ll｝一・1

的な灘低下が起つて・・ることがge分燗輿して幡ものと撚腕る。　t・diことは含，J，骸化の影

獲隔し燈正細胞灘度が上位の撚轍曝よりも融こ劇喪侃も鯉麟れている．修
脚鰍灘は上＊Tの踊蹴を煙じ覧方嚇鰯る獅と・高嚇赫し灘勲礪喋から
伽葉駒つて大休に於徹鰍・低下するが，簸欄嚇難近い葉蘭つくと逆磯分勒するイ頃

向赫す解図）・鰍粉宋浸幽麸励鰺磯蝶位によ破1七経逓は伽翻腋灘のそれと殆ど
購であるの搬附泌が（第咽），これは瀦が組糖轍畷1七の影輪憂肱嚇田撒α、

可醗倣の灘を示すものであり・そ賭が轍辮織申卿融瀕の灘赫軸のであつて澗

鷲弊難於ける轍鞭の榊充蹴示蝋於て轍してい・のによ・当然の結

下伽葉に於て修正細謙灘及び組繊粉末灘灘榊が上購礪向赫すのは認らく斯る
鱗申に於ける蝋の灘臆嘩概もので赫うか。このこと漱膜1難果よりも継される。

購中卵儲闘鱒熱こ糊次分が靴移呪と嬬め，処。M・AI・D…）は，桑に撫糠の
灘と細腋の灘圧鵬く謀老葉騰鍮肌て細繊の電気伝轍が齢ことカ・ら，糠燃
ける細胞液の灘圧の上昇鷹獺喋稜臆味するものであるとしナ、。

最下轍薩の近くの葉に於ける修正赤田鰍灘及び繊粉末灘糊わ陶鵬上恥除蹴，

上伽帳び下⑳3鞭樋じ之等の値が灘靴鵬嘆髄噸向赫すことは，轍。於け
る鮒の移齢下部より上韻こ莇こと瑚醜して・・6ものと餓ら描．H・。。1s，G。。T。。。及び

LAWRENC囎拗種蠣するゑ・剛蜘・撫離に灘する獅ど殆ど棚なしに綱謙の灘圧
猷であ礪柵め，・このこと灘翌物1棚こ於ける水・・±－S￥に髄して・・るとしナ、．この眠の鰍

鞭と購嫉繍果が木本働灘草椛物に於で多く卿騰にa・つて認められている噛・・）。
しか Z着蝶位と欄灘度捌幹・関係は諾しその内に蝦物勲舘と甑含雌魏の
騰によつて糊隈なることは牒1験の羅よ嚇易に搬さ2・・，　3Z．ita物榊に於ける紛の働

或醜蟹継辮磯力等の考鰹に脚繊囎駐のみでは穐分の揚合があるから・脚ほ参

魏i野瓢鰹雛暴灘蔑農欝犠灘鑓泉欝
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第2表：桑葉の細胞液屈折傘その他二鷲の∠巨珊的性Jlたぐ｝勘の内）

着生葉位

1～　3

4～　6

7～　9

10ft　工2

13～】5

16A．J　18

19岬21

22～24

25～27

28～30

31～33

34～36

37～39

40～42

43～45

46～48

49一う1

肇嘉轡に固乾剥対糊・容積1甕轍鰭劉穣畔翻濃「　麗
欄灘捌漁盤食・」乳．匙＿修噸磁：波鞭優嚇瞬’1畷｝

＿　＿　　・一一一　一t－＋H－¶ft－w－一一一一一“－」　　…・一」國一陶回　一’　一　冒一ド『　　“　　　　　　　　一　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O凝

9葱　　3汚
（75）a）　　　　　t，164）：1）

11．3　　　　　31与
（86）　　　　　　（138）

　　　　F12。O　　　　l　　　　27t

し92）　　　　1　　（！1～）：）

　　　　　
12，4　　　　　267
（95）　　　　　　（117）

12．7　　　　　249
（9り　1（1°9）

闘　「（謂
　　　　　
llらl　l（1器

工3、9　　i　　213
dO6）　　i　【．93）

13。6　　1　　216
（1。4）1（gs’
13。7　　　1　　　210

　　　　　（105）　　　　i　　　（92）

i35　｛　193
（103）　　　　　　　（8」5）

14．0　　　　　187
（107）　　　　1　　　（82）

i3，8　　　　i　　　　195

（105）　　　i　　　（85）

　　　　　！3，8　　　　1　　　　17（」

（王05）　　1　　（77＞

13・9　　1　　158
（1°6）「（69）
13直8　　　　ト　　　　186

（玉05）i働
（｛赫レgge

諾∴、譜，i、認，　i、齢
L80　1　3。56　［　2・03　　　　7・0ア

：糊黙il｝劃：｝｛窮

（｝逡li（㍊阪鵬｝（ll概9，

鳩18b給ili，egi　（16勢
1，22　　　3．11　レ1．5（・　1　　（i，節　　　，

（98）　（107）i（99）　　（103．）

醐i醐i憾刻　　1朔
翻・；劃櫟ii密l
Sl“6訓くllll肖1怨i　1，？gl

（86）i・．99）｝鈎1　陶
1自鵯i鵠…琶lli　躍1・）
藍，05　　　1　　　2，62　　　1　　　1。47　　　1　　　　　6．2β　　←

（・「2）i（・・）i・93）i・93・

1島劣｝醐i協；　騨
1．。5i2・4311・45｛　f）・60
（85：）　i　（83）　1　（92）　1　　（88）

1謬劉饗llテll｛　暢
1溜峰1劉圃！1鈷l
l，03　i　2，87　i　】。46　i　　6．⑪5
し83）1（98／i（92）l　f・9」「）

1）　1｛and　roCraC地ometerlcよる

2）l
　l第1裂の脚融に『司じ
3）！

　次に島之内及び改良魯桑についての雲験成績を見ると（第2表e第3表），細胞液漏折辮・組織禽水

鐙。修正細胞液濃度・組織粉末樹士腋屈折摩等の着生葉位に依る変化経過は，簡蓮の改良鼠題の鵬余

と殆ど同様である。即ち島之内・改良魯桑に於ても着生葉位によつで桑葉は上位。中位・下位の1蝋1

位に分けられ，上位の葉は生長期にあるもので，細胞液屈折奪は低く，組織含水蚤が大であり，．中位

の桑葉は蝦榊止し塒期にあるもので・綱腋の羅織縞く，組織含水難少く，Lかもこれ

等の値は比較的安定しているっ下位の桑葉ではこれ等の値が不規則な変化をし，細胞液の搾出が他の

部位に比し℃容易であることより原形質膜の濯滲性が大なることが，叉修正細胞液濃度及び組織粉衆

慢出液屈折率が下端近くに着生する葉に於て増大の傾向が見られることより塩類の滞積が，推定され

るg申、曙4）は桑葉を生曇期・威i熱期・老退柳の3つの時期に分ち，それぞオし形熊的・物理的並ごyに1ヒ単



　　　　　　　　田m・園原1桑葉の細胞液願折串その他二三の潮蝦！的剛露¢関する研兜α）　　　　　7

的の轍翻かにし編繊馳糸課も縦櫛1掴・その他の撒畷化より，3つの糊の葉駆
別され・上位曝は蝦期1・沖位の熱鍼糊に，下伽葉麗混繊魔瀬に非日珍るものと
撤定されるo

　　　　　　　第3＄1桑葉輔刊胞液棚胴‘言その他謡蹴醍k湘的lflli舩（敗良跡藥）

．＿一．一＿t－、．．．．．．一一．一一一＿＿遡乾．些塑輝鐙劃葎讐．楚．篠墜1告1扁折網濃　ズ
蔚オk葉位

1－一．t　3

4～　6

7～　9

10～12

i3～IP「

翻胞液屑折
寧（濃度に

　　　　　　
16～18　i　12・6
　　　　　1　（103）
　　　　　　
19－2肩、｝話
　　　　　
・2　th・�i駕
25．－27 |1～・1

23～30｛闘
3i　＿＿　33　　1　　　12．4

　　　　　　（正01）

34～36　　1　　，12，6

・・一，g 剣ﾑ
　　　　　
・・－4

43＿45i　13・2
　　　　1　（lo8）
　　　　，

　％　8．8
（72．ノ「’）

10，1

（83）

H，4
（93）

12，3

（101）

12，0

（981）

4飼剖（｝認

49－・・

＿莚蟹詮：萎二糞：．二二：T：：葬笥赫酊：1蕪嬢擬門7「蕩謙脚穫コ鰐顔1淵

4彪
（194）昌）

　295
（140）

　238
（113『）

　18〔｝

（：86二）

　212
（101）

　20S
（99）

鵬嚇
ぐ216）：1）

1。81

（1’lo）

1，39

（108）

！，〔1γ

（83：）

1，2｛〕

（93）

1，36
（10S：）

　211　i　1、3些
（1eO）　1（lon）

’（鑓μう｝1

鵡1醐189

〔go）

189
（901）

188

（89）

183
（，97）

182

（87）

1636

169

《80）

176

1，14
《．lss）

1．08

（s4）

1．10
（．86）

1，17
（91：）

1．09

（B4）

　％3．f59
（142）：；｝

2，98
（Il8）

2．71
（！08）

2．2t

（88）

2．fi4

〔期）

2，62
（．：10・り

2，C16
（：1（）6）

2、50
く99）

2．48
ぐ，98）

2．27
（、go）

2，34
（93）

2．37
（94）

2，38
（94）

2，46

1　（98）

（84）LL・・）　（91）

㈹　1躍　　　撫開
　　　　　Lo1　1　2。26
　　　　　（γ8♪　i　（87⊃

　　　　　！．11　　　　　2，30

2，藷

（160）；1）

1。83
（119：）

1，59

（103）

1，32
（：86：）

1。44

〔94，

1献71

（m）

1，69
＜：1！o）

1、う工

1，．3，110i　5魂

1，34‘】2

1，s41s

1，3弔5

1，3404

1，3tlO9

1，34｝2

｝難｝：：：lll

｛蝕i訓1・：・4・…

（1⑪2：）：1）

β，38

（100）

6．oo
（111）

β。8Q

ビエ08）　2）

　　　←5，04
（94）

ti．38

（100）

5．62
〔：104）

5，38

doo）

う，31

（99）

う，22

（97）

（il・・『・34噌　　闘

1う器　　！・34021　観．，》

と娚j　・3・・8　1鵠←

1うll　l・3409　　（補

慧一：illl億1

～釧L・413　8b蟹

il｝策一・同・　　　。
攣1：墜の攣塑攣の筆構蜘鰍・欄…較こ・で鱗として最も鞘と思

島之内1・、1』1｝13，，　，．，2　噸用桑とし髄獺が多く得ら

・嫉騨i・一・・一・引。、62zることが赫てい・・細包液
　　　　　　　　　　　　・　　　　　1

……階一…t－tt……… h｝’一’f’v…』…”一一・・一・一一一・・『一一一一・一・一一一一一一「一一一屈折奪及び組織粉末浸禺漆厨翻率
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は改良魯桑が一番低V・が，勘之内では特に浸出液胴折黎が高く現れて，可幣憐物質び、継舗髄：塑度が

高V、ことカs示されてVOるo

　　　　　　　第5表：ヲ　躯k位置iによる桑葉の細胞液灘折率その他瓢・灘の魚理的性舩1）母ヒ轄

品種

改

良

鼠

欝・・部位i，謙辮）

」ヒ　位　i黛（1一一18葉）

pi・1　位　葉（19～42葉）

i返　〔2ド　　　　　　　　均・）

島　」：位葉（1－42葉）

　’ド　f立　葉（43へ93莱）

1　　　　　　“
1

　幻H．4
（100）

13．6

（119）

13，8

（121）

L3．2

1　　　　　　　　　　　　　旨

墾撫轟劉躍騨欝晦粗lll譜
9，こ’ln’1

2，09
（loo）

1．30

r⑫）

1，09
（5姥）

1．45

之中位葉（13～33葉）・　　　　　、．

下㈱・一葉・
内　　挙　　　　　　　均2）1　　　13，1　　1　　　1．24
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　1」1・4　　i　・　1・80
鴨　1　・（1？？1

（117）　　　　　i　　　　　　｛63）

改上位葉（1－12剰　、｝861

良轡位棄（・3－・㈱i，開

釧：：位一㌦｛愕

1，7γ

（100．｝

1．19
（6ア’）

1，07

160、

1，29

　　　　’％『　　　　　　　　　　％T
　　　　！，97　　　　　　　　　　　　　6，35

　　　（100）　　　　　　dOO）

　　　諺l　l　i儲；
　　　｛濡　1、鵠

　　　　1，73　　　　　1　　　　　　5，69

　　　　　　　　　　　　2，。〔ヂ「　　　7，．13

　　　（100｝　i　　（1°°）

　　　1彊1　｝　瀦
　　　　1，39　　　　　　　　β，04

　　　（7〔D　i　（鋤
　　　　1，58　　　1　　　　6，3γ
＿＿　　＿＿、＿、．1，。

1，80　　1　　　f’，66

（100）　　i　　（1吻
1，49　　　1　　　　f‘’，2｛1；

（83）　　i　　（93）
　　　　　　1．40　　　1　　　　多、4｛〕

（J18♪　　　1　　　（：95）

　　　　　　
1，54　　　1　　1　5，39

1）　上位葉・申位葉・下位葉・斉々測竃値のzド均を示ナ

　　（）内の比数は上位葉の第均値を　IOOとした比数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

2）　ZF均は全測氾値の2ド均を示す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　次に旛種測定値の上申下3部位の各の挙均値の比較を3品樋につV・て示し旗ものが第5裟である。

　これによつて修正細胞液濃度と組織粉末浸出液屈折率から求めナこ淡度を3品種に就いて，上位藥と下

仙葉と巻比較すると，改良魯桑は他の2品種に比較して，上位葉をユ00とした下位葉の傭が高、㌔こ

、の事は下位葉の相対的な水分保有能力が，改良魯桑は謝之内や改良鼠返に比して高いことを示し，畢　　　瞼

魅の際に於ける下位葉の水分不足に対する抵抗性が大であること民相関漣するものと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　要

　1）桑葉の細胞液屈折學・組織禽水量。修正細胞液濃度及び組織粉末浸撫液屈折箏の落躯ヒ藁位によ

る変化を追求し，桑樹に於ける水分の移動関係延いては耐早性等の水分生理上の老察に資し，艮一方

桑葉の飼料的価値制定の立揚から聴干の潴察を試みナこb

　2）申刈仕立の改良鼠返・島之内・改良魯桑の3晶種につき，発菩前伐載後伸長した枝f柴に諮生す

　る桑i藁につき8月末より9月女台めに重則定を行つプこ0

　3）3品種を通じて桑葉の着生葉位による細胞液屈折率その他の生理的1｛li状の変1と経過は殆ど圃縫

の結果が得られ，これ等の測定値によつて桑葉は上位葉・申位葉。下位藥の3都位に分つことが昌樹1三

る。

　の上位葉は第1開葉から下方の葉で明かな葉身長の生長を示す椰位で，細胞液柵麟躇は優く，し



ma　m・圃励桑葉の細撒噺都そのf也識盤遡1的lr蝋燗す嗣i檎ω　　　　9

カ’も下力に向つて翻に一瞬し，組糖雌騰し移く，しかも下方1調つ憶激1識少する。

　　5）中篠膝騒の蝦踊ど停止し，細胞液屈榊｝縞くしかも」・ヒ較的難し焔赫し湘
　織含水甜二は小でその変化も極く僅かである。

　　6）下膿では細徽脚τ靱び繊鰍鮒襯則に変4・k・L・，　，この部伽縣では翻包液の欄・

が糊となることより『しても申縢枢島りさ樋。これは囎質の餓が少く，原形質膜の翻性が

　大である爲と恩われる。

　　7）上位葉の細胞液圃折寧力確瓦いのは，生長と相俘うと思われるところの組繊含水燈が大であるこ

とに働湘対的な灘低下髄つて鴨魁搬さ泌。禽雌変化の影響を融しナ・修正細腋
濃度及びやはり含水澱の影響を憂けない組織粉末浸幽液屈折率は上位葉の方が大である。

　　8）上申下3部位を通じて，下端の一部の葉を除翫藩生藁位の高い葉ほど明かに修n三細胞液濃慶

及び組織粉末浸出液屈折寧が高い様である。これは桑樹に於ける水分の移動と関蓮しているものと推

定さ礼水分生理上の驚鰹にこれ等の測定値が有効に刹用さ汁Z　6ことが示されている。

　　9）下篠の下端近くの勲こ於”Cは修疎朋包液灘及び組織粉末測・1腋剛韓は」滉す獅∫胸淋

す。これと他の察験紬果とを対比聴禦すれば，恐らくこれは斯る藩藁近い桑葉に於ける次分の滞薩な

意味するものであろう0

　10）修正細胞液濃度及び組織粉末浸ほ腋屈折議より求め弛濃度の，上位葉の準均餓なユ00とし旗下

位藁の第均薩の比数は，数良魯桑では改良鼠返及び勘之内に比較し℃明かに火きい。これは敗良魯桑

の下位爽の相対的水分保衡能力が他の皇晶種に比較して高いことを示し，早魑の際に於ける下位葉の

水分不足に対する抵批性と網閣遮するものと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献
L　（コΣrAND琉R，　W・瓶．，（1914）：M〔｝．　Sta．筑es．13uU，14．

’2・D！…，斑弧副W・1卍・G・A・1・Xlt・…　i（1912）IN。t・・　B・t，・S。h。・1　T・inity　C。1．　D。blin，　2，99．

3；　　∴一＿＿　aI、己　P＿一．＿＿（正912）：lbiil　2：　103，

4、　虫蓄予fk［一一。渡迎保治（1935）：樺太中央賦験垣斤報告　　参蒔1契翼　　5言　127，

5・　　1，JBiKo，」〈。，（1936）：Jonr。　Amer・Soa。　Agron，283887，
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